
「渡り鳥のための生態環境保全に取り組む二人の上海人

―上海の生態島 崇明島の環境プロジェクト」

工学院大学孔子学院・認定NPO法人東京都日中友好協会 共同連続講座

場 所： 工学院大学新宿キャンパス中層棟4階 工学院大学孔子学院

受講料： 一般：1,500円 学生： 500円

＊お申し込みが必要です

7月20日（水）14：30～16：00

〒163-8677 東京都新宿区西新宿1-24-2

TEL 03-3340-1457 FAX 03-3342-3150
（10:00～18:00/日・月・祝は休館）

E-mail cik@kogakuin.ac.jp URL  http://cik.kogakuin.ac.jp

▼ お問い合わせは電話・web・窓口まで ▼

講師：朱 暁雲
（インターナショナル イノベーション オブ エコ・デベロップメント 日本東京支部主任）

概要：上海市の北側を流れる長江の河口にできた中洲の島―崇明島は、生態環境保護

のモデルとして中国では「生態島」と呼ばれる湿地帯で、ラムサール条約で保護され

たアジア最大の渡り鳥の生息地です。自然資源を生かした観光開発と自然保護は両立

するのか、どのようにしたら生態・環境保護に貢献できるのか。この難題に果敢に挑

んだ人たちがいます。自身もこのテーマにかかわった講師が、崇明島の状態と具体的

な「公園開発プロジェクト」について紹介し、そこから見えてくる中国の環境問題を

考えます。


